
1
月
28
日
、
民
医
連
・
生
協
部
会

2
0
2
1
年
春
闘
対
策
会
議
を
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
機
能
を
併
用
し
、
開
催
し
ま
し

た
。
集
会
に
は
42
都
道
府
県
62
単
組

支
部
よ
り
92
ア
ク
セ
ス
が
あ
り
、
情

勢
踏
ま
え
た
情
報
交
流
を
深
め
、
21

春
闘
の
意
思
統
一
を
行
い
ま
し
た
。

冒
頭
、
岩
本
千
鶴
副
部
会
長
の
開

会
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
全
労
連
の
黒

澤
幸
一
事
務
局
長
よ
り
、
記
念
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
（
別
掲
）
。

続
い
て
、
山
中
尚
史
部
会
長
が
21

春
闘
に
む
け
た
問
題
提
起
を
行
い
ま

し
た
。
山
中
部
会
長
は
「
現
場
は
必

死
の
思
い
で
頑
張
っ
て
い
る
。
断
じ

て
賃
下
げ
し
て
い
い
よ
う
な
情
勢
で

は
な
い
。
社
会
的
役
割
に
ふ
さ
わ
し

い
賃
金
水
準
の
実
現
は
、
私
た
ち
の

要
求
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
日
本
社

会
全
体
に
対
す
る
私
た
ち
医
療
労
働

者
の
社
会
的
責
務
で
あ
る
。
大
幅
賃

上
げ
の
旗
を
か
か
げ
て
春
闘
を
た
た

か
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
訴
え
ま

し
た
。

特
別
報
告
で
は
、
愛
知
民
医
労
か

ら
「
20
秋
闘

地
域
に
打
っ
て
で
た

産
別
統
一
行
動
」
、
道
東
勤
医
労
か

ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
医
療
・
介
護
現
場

の
実
態
と
労
働
組
合
の
取
り
組

み
」
、
東
京
民
医
労
勤
医
会
支
部
か

ら
「
20
秋
闘

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で

の
職
場
要
求
実
現
の
取
り
組
み
」
、

和
歌
山
民
医
労
か
ら
「
歴
史
的
な
春

闘
を

定
年
ま
で
働
き
続
け
た
い
と

思
え
る
職
場
づ
く
り
」
、
福
岡
健
和

会
か
ら
「
21
春
闘
い
の
ち
署
名
を
軸

と
し
た
医
療
・
介
護
ま
も
る
取
り
組

み
」の
計
5
本
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

本
集
会
で
は
、
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
機
能
を

利
用
し
、
8
つ
の
分
散
会
に
分
か
れ

意
見
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

閉
会
に
あ
た
っ
て
は
、
中
嶋
一
雄

運
営
委
員
が
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
最

後
に
、
山
中
尚
史
部
会
長
の
団
結
ガ

ン
バ
ロ
ー
で
集
会
を
終
え
ま
し
た
。

全
世
代
型
社
会
保
障
の

ね
ら
い

記
念
講
演
は
、
長
友
薫
輝
教
授

（
津
市
立
三
重
短
期
大

学
）
が
「
全
世
代
型
社

会
保
障
の
最
終
報
告
と

い
の
ち
署
名
」
を
テ
ー

マ
に
行
い
ま
し
た
。
講

演
で
は
、
全
世
代
型
社

会
保
障
は
、
雇
用
改
革

と
社
会
保
障
改
革
を
一

体
化
さ
せ
、
「
お
上
に

頼
る
な
！
」
「
病
気
に

な
る
な
！
」
「
要
介
護

に
な
る
な
！
」
「
少
な

く
と
も
70
歳
ま
で
は
た
ら
け
、
で

き
れ
ば
死
ぬ
ま
で
は
た
ら
け
！
」

と
労
働
力
確
保
の
た
め
の
問
題
が

言
及
さ
れ
ま
し
た
。
医
療
費
抑
制

政
策
の
一
環
と
し
て
、
医
療
か
ら

介
護
、
介
護
か
ら
地
域
へ
の
シ
フ

ト
に
つ
い
て
も
暗
示
さ
れ
ま
し

た
。病

床
削
減
計
画
に
つ
い
て
は
、

実
現
を
急
ぐ
の
で
は
な
く
、
「
薄

氷
を
踏
む
状
態
」
と
な
っ
て
い
る

医
療
現
場
の
改
善
に
向
け
た
取
り

組
み
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。

長
友
先
生
は
、
「
地
域
住
民
が

切
れ
目
な
く
介
護
や
医
療
の
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
し
な
が
ら
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く
安
心
し

て
暮
ら
し
続
け
て
い
く
た
め
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

在
宅
医
療
・
介
護
の
推
進
を
目
指

し
、
政
策
提
言
に
つ
な
げ
る
た
め

に
、
地
域
住
民
に
今
の
状
況
を
知

ら
せ
『
い
の
ち
署
名
』
を
面
と
し

て
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
社
会

福
祉
・
医
療
・
介
護
と
分
断
せ
ず
、

ト
ー
タ
ル
に
と
ら
え
る
こ
と
の
重

要
性
が
増
し
て
い
ま
す
」
と
語
ら

れ
ま
し
た
。

職
場
か
ら
地
域
に

「
い
の
ち
署
名
」の
推
進
を

特
別
報
告
で
は
、
愛
知
県
医
労

連
か
ら
「
組
合

員
1
人
10
筆
達

成
に
向
け
た
取

り
組
み
・
地
域

へ
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
、

東
京
医
労
連
か
ら
「
労
使
一
体
と

な
っ
て
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
と

全
職
場
で
の
5
分
間
の
署
名
説
明

に
つ
い
て
」
、
群
馬
県
医
労
連
か

ら
は
「
約
10
年
ぶ
り
に
お
こ
な
っ

た
自
治
体
要
請
に
つ
い
て
」
、
長

野
県
医
労
連
か
ら
「
自
治
体
請
願

行
動
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
の

報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
医
労
連
は
「
い
の
ち
署
名

付
き
ハ
ガ
キ
」
を
4
万
枚
作
成
し

ま
し
た
。
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

１
月
２９
日
、「
い
の
ち
署
名
」推
進
・
学
習
決
起
Ｗ
Ｅ
Ｂ
集
会
を
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
機
能
を
活
用
し
、

開
催
し
ま
し
た
。
本
集
会
で
は
、
集
団
視
聴
を
含
め
約
１
５
０
人
近
い
参
加
が
あ
り
、
「
い

の
ち
署
名
」を
通
常
国
会
に
１
８
０
万
筆
以
上
集
め
て
提
出
し
よ
う
と
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

記記念念講講演演でではは、、新新型型ココロロナナのの感感染染拡拡大大でで医医療療ががひひっっ迫迫
ししたた状状況況ににつついいてて、、日日本本のの医医師師・・看看護護師師数数がが世世界界的的ににみみてて
もも極極端端にに少少なないいこことと、、11999900年年代代以以降降のの医医療療改改悪悪にによよりり感感
染染症症病病床床やや保保健健所所がが半半減減ししたたこことと等等がが一一因因ででああるるとと指指摘摘
さされれままししたた。。黒黒澤澤事事務務局局長長はは、、「「長長引引くくココロロナナ禍禍ののももととでで、、
労労働働者者犠犠牲牲ででははななくく公公助助のの力力をを引引きき出出しし、、社社会会全全体体でで支支ええ合合うう状状況況がが必必要要。。
労労働働組組合合でで元元気気にに声声ををああげげ、、ひひととりりのの『『仕仕方方ががなないい』』かかららみみんんななでで『『変変ええ
るる』』へへ意意思思統統一一ををししよようう。。そそののたためめににはは今今がが勝勝負負でですす」」とと語語らられれままししたた。。

公
的
年
金
の
2

0
2
1
年
度
の
支

給
額
が
今
年
度
よ

り
0
・
1
％
減
る

こ
と
に
決
ま
っ

た
。
年
金
支
給
額

は
毎
年
度
、
物
価

や
賃
金
の
動
き
に
応
じ
て
見
直
さ

れ
る
。
物
価
が
上
昇
ま
た
は
横
ば

い
で
賃
金
が
下
落
し
た
場
合
、
従

来
な
ら
年
金
水
準
は
据
え
置
き
だ

っ
た
が
、
2
0
2
1
年
度
か
ら
は

賃
金
に
合
わ
せ
て
年
金
額
を
減
額

す
る
新
ル
ー
ル
が
導
入
さ
れ
た
▼

一
方
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
公
定
価

格
で
あ
る
介
護
報
酬
の
4
月
か
ら

の
改
定
内
容
も
決
ま
っ
た
。
全
体

で
0
・
7
％
の
プ
ラ
ス
改
定
で
介

護
保
険
料
や
多
く
の
サ
ー
ビ
ス
の

基
本
料
が
上
が
る
。
し
か
し
、
介

護
報
酬
の
引
き
上
げ
は
、
コ
ロ
ナ

感
染
拡
大
で
介
護
事
業
所
の
厳
し

い
経
営
と
、
深
刻
な
介
護
従
事
者

不
足
に
配
慮
し
た
結
果
で
あ
り
、

経
験
や
技
能
の
あ
る
職
員
へ
の
処

遇
改
善
加
算
や
、
勤
続
年
数
の
長

い
職
員
の
割
合
が
高
い
職
場
へ
の

報
酬
も
厚
く
な
る
と
い
う
。
最
前

線
で
働
く
職
員
の
待
遇
改
善
に
こ

そ
使
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
▼

ま
も
な
く
21
春
闘
が
始
ま
る
。
大

企
業
は
コ
ロ
ナ
に
よ
る
業
績
悪
化

を
理
由
に
、
賃
上
げ
に
は
消
極
的

だ
が
、
「
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め

に
」
と
説
明
し
、
た
め
込
ん
で
き

た
内
部
留
保
は
、
国
家
予
算
の
4

年
分
以
上
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

以
上
な
い
「
い
ざ
と
い
う
時
」
で

あ
る
今
使
わ
な
け
れ
ば
、
説
明
は

ウ
ソ
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
▼
賃
上

げ
の
結
果
如
何
で
年
金
額
ま
で
引

き
下
げ
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
自
分

た
ち
だ
け
の
た
め
で
は
な
い
『
国

民
す
べ
て
の
生
活
が
懸
か
っ
た
春

闘
』
に
な
る
。
財
源
は
あ
る
。
あ

と
は
、我
々
の
決
意
だ
け
で
あ
る
。

「いのち署名」推進・学習決起ＷＥＢ集会「いのち署名」推進・学習決起ＷＥＢ集会

２２１１
春春
闘闘
医医
療療
・・
介介
護護
まま
もも
りり
、、保保
健健
衛衛
生生
施施
策策
のの
充充
実実
のの
たた
めめ

「「
いい
のの
ちち
署署
名名
」」のの
取取
りり
組組
みみ
をを
広広
げげ
よよ
うう

いのち署名付きハガキ

民医連部会の総力で いのち守り、賃金上げて 前進させよう民医連部会の総力で いのち守り、賃金上げて 前進させよう

記記念念講講演演 ココロロナナ禍禍のの２２１１国国民民春春闘闘

民
医
連
・
生
協
部
会
２１
春
闘
対
策
会
議

現
場
は
必
死
の
思
い

現
場
は
必
死
の
思
い

大
幅
賃
上
げ
の
旗
を
か
か
げ
よ
う

大
幅
賃
上
げ
の
旗
を
か
か
げ
よ
う

全労連事務局長 黒澤 幸一氏全労連事務局長 黒澤 幸一氏

オンライン上に集まった民医連・
生協部会の仲間
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日
本
医
労
連
は
、
残
念
な
が
ら

2
0
1
8
年
度
、
2
0
1
9
年
度

と
二
年
連
続
で
組
織
を
減
ら
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
医
労
連

傘
下
に
は
、
1
0
0
0
近
く
の
単

組
・
支
部
が
あ
り
、
そ
れ
ら
す
べ

て
が
組
織
拡
大
・
強
化
を
第
一
義

的
な
課
題
と
し
て
取
り
組
み
を
す

す
め
れ
ば
、
増
勢
に
転
じ
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
コ
ロ
ナ
禍
」、「
公
立
・
公
的
病

院
問
題（
地
域
医
療
構
想
）」な
ど
、

医
療
・
介
護
・
福
祉
を
め
ぐ
る
問

題
が
次
々
と
発
生
し
て
お
り
、
医

療
産
別
と
し
て
の
役
割
が
改
め
て

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
8
0
0
万

人
の
医
療
・
介
護
・
福
祉
労
働
者

を
視
野
に
、
す
べ
て
の
単
組
・
支

部
が
日
本
医
労
連
（
産
別
）
に
結

集
し
て
組
織
拡
大
・
強
化
の
取
り

組
み
を
す
す
め
、
ま
ず
は
増
勢
に

転
換
、
そ
し
て
20
万
医
労
連
へ
と

前
進
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

▼
第
10
次
計
画
の
概
要
と
基
調

第
10
次
計
画
の
取
り
組
み
期
間

は
2
0
2
1
年
1
月
か
ら
2
0
2

3
年
6
月
ま
で
と
し
ま
す
。
計
画

期
間
で
の
達
成
目
標
は
「
20
万
医

労
連
」
で
す
。
現
状
を
踏
ま
え
る

と
、
年
間
1
万
人
の
純
増
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

た
め
、
第
10
次
計
画
で
は
計
画
期

間
中
の
目
標
に
加
え
、
単
年
度
の

目
標
も
掲
げ
て
取
り
組
み
を
す
す

め
ま
す
（
別
表
参
照
）
。

基
本
的
な
取
り
組
み
項
目
は
、

第
9
次
計
画
を
踏
襲
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
で
得

た
成
果
や
教
訓
を
生
か
し
な
が

ら
、
規
制
に
囚
わ
れ
な
い
現
場
で

の
工
夫
を
産
別
全
体
で
共
有
し
な

が
ら
、
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き

ま
す
。

▼
量
的
拡
大
の
取
り
組
み

組
織
拡
大（
量
的
拡
大
）の
柱
は

「
毎
月
拡
大
」
と
「
新
人
1
0
0
％

加
入
」の
取
り
組
み
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
は
組
織
拡
大
の
取
り
組
み
に

着
手
す
る
こ
と
が
、「
毎
月
拡
大
」

の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
。
「
非

正
規
職
員
」、「
転
退
職
者
」に
つ
い

て
は
、
重
点
対
象
と
し
て
「
声
掛

け
」を
す
す
め
ま
す
。4
月
の
新
入

職
員
を
対
象
と
し
た
「
新
人
1
0

0
％
加
入
」の
取
り
組
み
は
、年
間

拡
大
の
6
〜
7
割
を
占
め
る
重
要

な
取
り
組
み
で
す
。
し
か
し
、
実

際
に「
新
人
1
0
0
％
加
入
」に
取

り
組
め
て
い
る
組
織
は
4
〜
5
割

程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

伸
び
し
ろ
と
捉
え
、
新
人
を
迎
え

る
す
べ
て
の
単
組
・
支
部
で
取
り

組
み
を
す
す
め
ま
す
。
ま
た
、「
新

人
1
0
0
％
加
入
」に
つ
い
て
は
、

新
歓
期
に
限
定
せ
ず
、
年
間
を
通

し
て
1
0
0
％
を
追
求
し
ま
す
。

組
織
外
の
拡
大
に
つ
い
て
は
、

「
介
護
分
野
」
や
「
民
医
連
の
未

組
織
施
設
」
を
中
心
に
、
全
労
連

「
新
4
カ
年
計
画
」
の
「
総
が
か

り
」
も
活
用
し
な
が
ら
取
り
組
み

を
す
す
め
ま
す
。

▼
質
的
強
化
の
取
り
組
み

組
織
拡
大
の
成
否
の
カ
ギ
は
産

別
結
集
で
す
。第
10
次
計
画
で
は
、

産
別
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
活

か
し
、
全
体
の
力
で
組
織
拡
大
を

す
す
め
て
い
く
こ
と
を
基
本
に
据

え
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、
い
か
に

多
く
の
加
盟
単
組
・
支
部
が
県
医

労
連
の
取
り
組
み
に
団
結
で
き
る

か
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。
産
別
結

集
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
個

々
の
単
組
・
支
部
の
基
礎
的
力
量

を
高
め
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
労
働
組
合

の
原
則
や
活
動
の
原
理
の
学
習
を

す
す
め
て
い
く
こ
と
が
肝
要
で

す
。
ま
た
、
産
別
強
化
も
同
時
に

す
す
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
県

医
労
連
未
加
盟
と
な
っ
て
い
る
全

国
組
合
の
単
組
・
支
部
の
加
入
、

専
従
未
配
置
県
対
策
な
ど
、
こ
れ

ま
で
取
り
組
め
て
い
な
か
っ
た
課

題
に
も
踏
み
出
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
次
世
代
を
担

う
青
年
と
医
労
連
の
組
合
員
の
圧

倒
的
多
数
を
占
め
る
女
性
の
活
性

化
は
組
織
強
化
に
直
結
し
ま
す
。

す
べ
て
の
加
盟
組
織
で
の
青
年
・

女
性
の
組
織
の
確
立
を
目
指
し
ま

す
。
組
織
強
化
に
つ
い
て
は
、
当

該
加
盟
組
織
だ
け
の
問
題
に
せ

ず
、
地
方
協
議
会
・
全
国
組
合
協

議
会
や
日
本
医
労
連
本
部
と
連
携

し
な
が
ら
対
策
を
す
す
め
ま
す
。

▼
「
仲
間
」
と
共
に

取
り
組
み
を
す
す
め
よ
う

第
9
次
計
画
の
総
括
で
、
日
本

医
労
連
の
組
織
拡
大
の
取
り
組
み

が
、
ま
だ
ま
だ
限
定
的
な
取
り
組

み
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
第
9
次
計
画
期
間
中
の
新
組

合
結
成
・
新
加
盟
は
57
件
に
上
り

ま
す
が
、
そ
の
う
ち
の
45
件
は
14

加
盟
組
織
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
度
の
毎
月
拡
大
の
取

り
組
み
で
は
、
10
加
盟
組
織
で
全

体
の
7
割
超
を
占
め
て
い
る
と
い

う
状
況
で
す
。
こ
の
「
力
持
ち
」

に
頼
っ
た
組
織
拡
大
を
「
仲
間
同

士
の
連
携
＝
産
別
の
力
」
に
よ
る

組
織
拡
大
に
転
換
す
れ
ば
、
大
き

な
可
能
性
が
広
が
り
ま
す
。

す
べ
て
の
加
盟
組
織
で
組
織
拡

大
・
強
化
の
目
標
を
明
確
に
し
、

単
組
・
支
部
同
士
で
支
え
合
い
な

が
ら
産
別
全
体
で
取
り
組
み
を
前

に
す
す
め
る
こ
と
を
意
思
統
一
し

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

日
本
医
労
連
は
、
第
５２
回
中
央
委
員
会
で
第
１０
次
組
織
拡
大
強

化
３
カ
年
計
画
（
以
下
、
第
１０
次
計
画
）
を
決
定
し
、
２０
万
医
労

連
の
実
現
に
向
け
て
産
別
を
挙
げ
て
組
織
拡
大
・
強
化
に
取
り
組

む
こ
と
を
意
思
統
一
し
ま
し
た
。

①秋闘期の拡大目標 :6，000人
・7月～9月の拡大目標を1，500人（平均1％増）とする
・秋の拡大月間（10月～12月）の拡大目標を4，500人（平均2．6％増）とする

②春闘期の拡大目標 :15，000人
・新人の加入を除く、1月～6月の拡大目標を3，000人（平均1．8％増）とする
・新人加入（新歓）での加入目標を1．2万人とする（＊）
（＊）新入職員数を推定2万人とすると、平均60％の加入で達成

③離職者の個人加盟組合への転入 :1，200人
・離職者の1割を県医労連の個人加盟労組に繋げる（＊）
（＊）離職者数を推計1万～1．2万人とすると、その1割＝1，200人

④年間の純増目標 :10，000人
・①～②を実現することによって21，000人以上の拡大
・③を実現することによって離職・脱退による減を11，000人以下に抑制
・①～③によって年間10，000人の純増をめざす

全
日
赤
松
江
・
書
記
長
の
青
山

直
子
で
す
。
（
写
真
・
下
段
右
か

ら
3
人
目
）

全
日
赤
松
江
は
、
2
0
0
4
年

か
ら
2
0
2
カ
月
連
続
拡
大
中
で

す
。
毎
月
最
低
で
も
1
名
は
声
を

か
け
労
働
組
合
に
加
入
し
て
も
ら

い
16
年
。
最
初
は
う
ま
く
い
か
な

い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
執
行

部
で
声
を
か
け
合
い
な
ん
と
か
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
今
で
は
声
を

か
け
る
人
が
増
え
、
連
続
拡
大
新

記
録
を
更
新
中
で
す
。
11
月
は
退

勤
調
査
時
に
臨
時
の
事
務
の
方
に

声
を
か
け
、
労
働
組
合
の
重
要
性

や
活
動
内
容
、
勝
ち
取
っ
て
き
た

こ
と
を
説
明
す
る
と
、
「
入
り
ま

す
！
」
と
す
ぐ
に
加
入
書
に
記
入

し
て
く
れ
ま
し
た
。

日
赤
本
社
が
提
案
し
て
い
る
賃

金
改
悪
Ｒ
プ
ラ
ン
を
は
ね
返
す
た

め
に
も
組
織
拡
大
は
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
諦
め
ず
、
熱
意
と
誇

り
を
持
っ
て
組
織
連
続
拡
大
に
取

り
組
ん
で
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

日本医療労働組合連合会 書記局員募集
日本医労連・本部書記局員の募集を行います。医療・介護・福祉関係労働者の賃金・
労働条件の改善、大幅増員をはじめ、安全・安心の医療・福祉の確立にむけた労働運動
に熱意のある方を募集します。

【募 集 人 員】 １名
【募 集 条 件】 要自動車免許、簡単なＰＣ操作（ワード文書・エクセル表作成等）

年齢は３５歳くらいまで（キャリア養成のため）
労働組合経験のある方、および英語力がある方を優遇します。

【勤 務 地】 東京都台東区入谷１－９－５
【勤務条件等】 日本医労連規約・規定に基づく（国家公務員に準ずる）
【応 募 方 法】 履歴書（写真添付）、志望動機（Ａ４用紙１枚８００字程度）を下記に送

ってください。
【応 募 締 切】 ２０２１年２月１９日（金）必着。書類選考のうえ、面接日程を通知。
【面 接 予 定】 ２０２１年３月上旬を予定
【採 用 日】 ２０２１年４月１日（相談に応ず）
【問い合わせ・履歴書送付先】
〒１１０－００１３ 東京都台東区入谷１－９－５ 日本医療労働会館３階

日本医労連・総務財政局 電話 ０３－３８７５－５８７１

に踏み出そうに踏み出そう

「
熱
意
と
誇
り
」で

組
織
連
続
拡
大
中

「
熱
意
と
誇
り
」で

組
織
連
続
拡
大
中

仲
間
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

日
本
医
労
連

組
織
共
闘
局
長

米
沢

哲

局
長

強化強化強化
組織拡大組織拡大組織拡大

第10次組織拡大強化3カ年計画策定

すべての組合で

単年度目標

3
月
〜
5
月
は
組
織
・
共
済
拡
大
月
間

3
月
〜
5
月
は
組
織
・
共
済
拡
大
月
間
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日
本
医
労
連
は
、
「
安
全
・
安
心

の
医
療
・
介
護
」を
実
現
す
る
た
め
、

早
期
に
20
万
医
労
連
の
達
成
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
抱
い

て
い
る
目
標
や
理
想
に
向
か
っ
て
、

医
療
・
介
護
を
実
践
す
る
仲
間
と
し

て
、
す
べ
て
の
新
入
職
員
を
労
働
組

合
へ
迎
え
入
れ
ま
し
ょ
う
。

■
コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ

労
働
組
合
の
出
番

新
型
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
に
よ
っ
て
、

医
療
・
介
護
現
場
で
は
多
く
の
不
安

が
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
現
場
の
声
を

ス
ト
レ
ー
ト
に
受
け
止
め
て
、
改
善

に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の

は
労
働
組
合
だ
け
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍

だ
か
ら
こ
そ
、
労
働
組
合
の
活
躍
が

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
事
前
準
備

早
い
段
階
で
、
ま
ず
は
役
員
全
員

で「
仲
間
を
ふ
や
す
に
は
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」

を
読
み
合
わ
せ
し
ま
し
ょ
う
。
新
人

加
入
1
0
0
％
グ
ッ
ズ
の
ク
リ
ア
フ

ァ
イ
ル
、ボ
ー
ル
ペ
ン
を
注
文
し
て
、

新
歓
に
向
け
た
準
備
を
す
す
め
ま
し

ょ
う
！

■
具
体
的
に
は
…

①

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
日
程
の

把
握
、
新
人
名
簿
の
入
手

②

説
明
会
、歓
迎
会
の
日
程
決
め
、

会
場
確
保

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
中
で
説

明
時
間
を
設
定
で
き
る
よ
う
、
事
前

に
施
設
に
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③

職
場
の
先
輩
、
青
年
、
女
性
に

協
力
要
請

キ
ー
ワ
ー
ド
は
「
3
つ
の
近
い
」

3
近
で
す
。
「
職
場
が
近
い
」
「
職

種
が
近
い
」
「
年
齢
が
近
い
」
。
新

入
職
員
に
近
い
人
が
呼
び
か
け
ま
し

ょ
う
。

④

案
内
状
の
作
成
と
配
布

長
文
よ
り
も
、
簡
単
な
ひ
と
手
間

で
気
持
ち
を
込
め
て
、
非
正
規
職
員

や
未
加
入
者
に
も
呼
び
か
け
ま
し
ょ

う
。

⑤

当
日
の
準
備

最
小
限
の
資
料
、
訴
え
の
内
容
、

お
菓
子
・
企
画
レ
ク
な
ど
準
備
し
ま

し
ょ
う
。

⑥

加
盟
の
医
労
連
に
協
力
要
請

⑦

共
済
学
習

ま
ず
役
員
自
身
が
共
済
を
知
っ

て
、
加
入
し
、
自
信
を
も
っ
て
共
済

加
入
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ
う
。

い
ざ
本
番
へ
！

＊
説
明
会
の
あ
と
に

組
合
説
明
会
の
後
は
、
共
済
・
労

金
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
給
与
表

の
見
方
説
明
、
職
場
で
の
声
掛
け
、

す
べ
て
の
新
入
職
員
へ
手
紙
な
ど
、

次
の
一
手
を
考
え
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
第
2
弾
、
第
3
弾
の
行
動
で
継

続
し
た
声
掛
け
を
し
、
年
間
を
通
じ

て
新
入
職
員
1
0
0
％
加
入
を
追
及

し
ま
し
ょ
う
。

20
万
医
労
連
を
確
実
に
達
成
す
る
た
め
、
す
べ

て
の
単
組
・
支
部
で
「
新
入
職
員
1
0
0
％
組
合

加
入
」
に
向
け
て
説
明
会
や
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
準
備
を
始
め
ま
し
ょ
う
。
「
新
し
い
仲
間
を

ど
の
よ
う
に
迎
え
る
か
？
」
「
組
合
Ｐ
Ｒ
の
発
信

の
仕
方
は
？
」
「
最
初
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
ダ
メ
な

場
合
、
次
の
手
は
？
」
な
ど
色
々
な
こ
と
を
イ
メ

ー
ジ
し
て
、
早
い
段
階
か
ら
、
意
思
統
一
と
準
備

を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

新
歓
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
「
共

済
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
に
取
り
組
む
単
組
・

支
部
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
「
共
済

プ
レ
ゼ
ン
ト
」
は
、
単
組
・
支
部
の
財

政
負
担
な
し
で
取
り
組
め
、
組
合
加
入

も
進
む
と
好
評
で
す
。
ま
た
、
共
済
説

明
な
ど
へ
の
助
成
制
度
も
あ
り
ま
す
。

ご
紹
介
し
ま
す
の
で
活
用
し
て
く
だ
さ

い
。

セ
ッ
ト
７
型
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

「
共
済
プ
レ
ゼ
ン
ト
」
で
よ
く
あ
る

取
り
組
み
は
、
5
月
・
6
月
の
セ
ッ
ト

共
済
7
型
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
す
。

組
合
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催

し
て
、
4
月
15
日
ま
で
に
加
入
手
続
き

が
で
き
れ
ば
、
5
月
1
日
に
効
力
が
発

生
し
て
、
5
月
・
6
月
分
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
き
ま
す
。
そ
の
後
に
医
労
連
共
済

に
取
り
組
み
申
請
を
し
て
も
ら
え
れ

ば
、
2
千
円
分
の
ク
オ
カ
ー
ド
を
単
組

・
支
部
に
助
成
し
ま
す
。
取
り
組
ん
で

い
る
単
組
・
支
部
か
ら
は
、
新
入
組
合

員
に
喜
ば
れ
、
継
続
手
続
き
に
あ
わ
せ

て
共
済
説
明
会
を
開
催
す
れ
ば
、
7
月

以
降
は
新
入
組
合
員
自
身
が
共
済
を
継

続
す
る
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
共
済

を
継
続
す
る
の
で
、
当
然
、
労
働
組
合

を
や
め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
で
の
新
歓
で
す
。

新
歓
チ
ラ
シ
に
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
給
付

事
例
を
掲
載
し
ま
し
た
。
新
入
職
員
に

も
し
っ
か
り
備
え
を
し
て
も
ら
い
ま
し

ょ
う
。

説
明
会
の
助
成
も
活
用
し
よ
う

単
組
・
支
部
の
共
済
説
明
会
に
助
成

を
し
て
い
ま
す
。
単
組
・
支
部
が
共
済

説
明
会
を
開
催
し
た
場
合
、
参
加
者
1

名
5
0
0
円
の
助
成
（
年
6
回
ま
で
）

を
し
て
い
ま
す
。
新
歓
オ
リ
エ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
で
説
明
会
ま
で
行
え
な
い
場
合

で
も
、
第
2
弾
、
第
3
弾
の
新
歓
企
画

で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

自
動
車
共
済
も
安
い
掛
金
で
好
評

新
入
職
員
も
自
動
車
で
通
勤
す
る
ケ

ー
ス
は
多
く
あ
り
ま
す
。
新
入
職
員
に

む
け
た
資
料
に
自
動
車
共
済
チ
ラ
シ
も

入
れ
て
下
さ
い
。
自
動
車
共
済
は
団
体

割
引
率
15
％（
20
年
10
月
〜
21
年
9
月
）

で
保
障
も
充
実
し
て
お
り
好
評
で
す
。

掛
金
は
、
様
々
な
割
引
・
特
約
も
あ

り
、
同
じ
車
種
で
も
年
式
・
グ
レ
ー
ド

な
ど
で
変
わ
っ
て
き
ま
す
。そ
の
た
め
、

先
ず
は
見
積
も
り
を
勧
め
て
く
だ
さ

い
。
見
積
も
り
し
た
半
数
は
自
動
車
加

入
に
結
び
付
い
て
い
ま
す
。
現
在
、
見

積
も
り
す
る
だ
け
で
5
0
0
円
分
の
記

念
品
を
ご
本
人
に
進
呈
し
て
い
ま
す
。

見
積
依
頼
書
・
保
険
証
書
・
車
検
証
が

あ
れ
ば
、
見
積
も
り
が
可
能
で
す
。

ま
も
な
く
新
入
職
員
が
入
っ
て
き
ま
す
。
今
年
の
新

入
職
員
も
昨
年
に
続
き
、
コ
ロ
ナ
禍
の
不
安
を
抱
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
感
染
リ
ス
ク
を
考
え
て
も
、
新
入
職

員
だ
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
。
助
け

合
い
の
医
労
連
共
済
を
知
ら
せ
て
、
セ
ッ
ト
共
済
の
手

厚
い
保
障
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
加
入
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
し
ょ
う
。
そ
の
手
立
て
と
し
て
「
共
済
プ
レ
ゼ

ン
ト
」
を
は
じ
め
る
単
組
・
支
部
が
増
え
て
い
ま
す
。

し
っ
か
り
活
用
し
て
、
新
歓
を
成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

日本医労連は、全労連、中央社保協、医団連、
医療三単産とともに2021年春闘で安全・安心の医
療・介護の実現と国民のいのちと健康を守るため、
対政府中央行動に取り組みます。この行動で、20
20年秋より取り組んでいる「いのち署名」を国会
に提出しますので手元にある署名を医労連本部に
送付してください。また、賛同・紹介議員をさら
に増やすために、地元での要請行動を旺盛にすす
めましょう！

◆3月4日 星陵会館
10:00 受付開始
11:00 意思統一集会
13:30 昼食休憩
14:30 国会議員要請行動
16:00 まとめ全体集会
16:30 終了
＊集会終了後、政府交渉打ち合わせを行います。

◆3月5日 各省庁・交渉場所に15分前に集合
10:00～12:00 政府交渉

新入職員１００％加入達成しよう新入職員１００％加入達成しよう

共
済
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
始
め
よ
う

共
済
で
新
歓

すべての単組・支部ですべての単組・支部で

新
歓
グ
ッ
ズ
紹
介

新
歓
グ
ッ
ズ
紹
介

３．４～５対政府中央行動

全医労札幌病院支部では案内
状やウェルカムボードを作成
し、説明会を行いました。

全医労札幌病院支部では案内
状やウェルカムボードを作成
し、説明会を行いました。

「クリアファイル」

「ボールペン」

２０２１年春

「
新
歓
パ
ン
フ
」
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中
央
委
員
会
の
2
日
目
、
日
本

医
労
連
・
内
田
博
之
書
記
次
長
が

医
労
連
共
済
の
制
度
見
直
し
に
つ

い
て
提
案
を
行
い
ま
し
た
。

提
案
理
由
と
経
過

提
案
で
は
、
「
医
療
共
済
の
給

付
が
増
え
続
け
、
と
り
わ
け
28
期

以
降
は
給
付
が
掛
金
総
額
も
超
え

る
状
況
」
と
提
案
理
由
を
示
し
、

30
期
以
降
、
制
度
見
直
し
の
議
論

を
進
め
、
休
業
給
付
な
ど
制
度
の

魅
力
を
維
持
す
る
検
討
を
行
っ
て

き
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
回
の
見
直
し
が
掛
金

・
給
付
・
加
入
推
進
の
三
つ
で
収

支
改
善
を
進
め
る
こ
と
と
、
新
歓

な
ど
を
通
し
て
若
い
組
合
員
加
入

を
進
め
る
必
要
と
呼
び
か
け
ら
れ

ま
し
た
。

制
度
見
直
し
の
内
容

制
度
見
直
し
の
提
案
は
、
昨
年

の
第
51
回
中
央
委
員
会
で
示
し
た

予
備
提
案
と
同
内
容
で
6
点
が
示

さ
れ
ま
し
た
。

【
改
定
内
容
】

①

医
療
共
済
の
掛
金
を
1
口
1

0
0
円
か
ら
1
3
0
円
に
し
ま

す
。
組
織
一
律
加
入
は
据
え
置
き

ま
す
。

②

加
入
前
か
ら
指
定
疾
病
・
罹

患
傷
病
が
あ
る
場
合
の
給
付
削
減

に
つ
い
て
見
直
し
ま
す
。

③

65
才
〜
69
才
の
医
療
共
済
の

給
付
率
を
70
％
か
ら
60
％
に
し
ま

す
。

④

休
業
給
付
の
限
度
日
数
を
1

共
済
期
間
1
0
0
日
と
し
ま
す
。

期
間
内
は
1
0
0
日
で
打
ち
切
り

ま
す
。

⑤

診
断
書
の
提
出
基
準
を
、
休

業
の
場
合
8
日
以
上
か
ら
と
し
ま

す
。
医
労
連
共
済
所
定
の
診
断
書

（
本
書
）
提
出
に
は
1
共
済
期
間

に
1
人
1
回
5
千
円
を
補
助
し
ま

す
。

⑥

組
織
一
律「
生
命
共
済
」に
つ

い
て
80
才
以
上
の
保
障
は
死
亡
見

舞
金（
1
口
1
千
円
）と
し
ま
す
。

＊
加
入
者
に
は
個
々
に
お
知
ら
せ

を
お
送
り
し
ま
す
。
ま
た
、
次
号

の
「
医
療
労
働
者
」
と
一
緒
に
共

済
特
集
号
を
お
送
り
し
ま
す
。

実
施
ま
で
の
取
り
組
み

①

担
当
者
む
け
の
手
引
き
を
2

月
中
に
発
送
し
ま
す
。

②

す
べ
て
の
加
入
者
に
「
制
度

改
定
の
お
知
ら
せ
」
を
郵
送
し
ま

す
。

③

継
続
用
紙
は
、
掛
金
変
更
が

わ
か
る
記
載
に
し
て
送
り
ま
す
。

④

パ
ン
フ
等
は
2
月
中
に
作
成

し
ま
す
。

第
52
回
中
央
委
員
会
で
、
医
労
連
共
済
の
制
度
見
直
し
の
提
案
が

行
わ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
組
合

員
の
暮
ら
し
を
守
る
共
済
推
進
の
強
化
が
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

制
度
改
定
の
内
容
は
次
号
に
共
済
特
集
号
を
あ
わ
せ
て
お
送
り
し

ま
す
。

1月27日、国民春闘共闘委員会・東京春闘共闘会
議は、「21国民春闘勝利！総決起集会」を都内で開
催し、約300人が参加しました。
国民春闘共闘・黒澤幸一事務局長は、基調報告で、
コロナ禍の影響による、医療・公共サービスへの深
刻な被害や雇用情勢を報告し、医療・公衆衛生の体
制強化はまったなしの課題としました。また、各組
合の前進した取り組みを紹介し、労働組合に結集し、
労働者が声をあげ、雇用と職場をまもり、制度を変
える運動が重要だと強調。21春闘では、「大企業の
内部留保を賃上げにまわせ。国の予算をコロナ対策
や中小企業支援等にまわせ！」の世論を広げようと
呼びかけました。
日本医労連からは、佐々木悦子副執行委員長が登
壇し、「日本の医療の脆弱さを全ての国民が認識し
た今こそ、医療・社会保障の充実・強化をすすめる
ことが、全ての国民の要求。その実現のためにも、
『いのち国会請願署名』の採択をめざし、6月まで
に180万筆以上の集約にむけ取り組みをすすめてい
く」と21春闘の決意を表明しました。

制
度
見
直
し
の
提
案
の
最
後

に
、
あ
ら
た
め
て
加
入
推
進
の
呼

び
か
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

内
田
書
記
次
長
は
、
「
コ
ロ
ナ

禍
の
も
と
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
感

染
し
た
加
入
者
か
ら
感
謝
の
お
手

紙
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ご
本

人
が
感
染
し
た
、
も
し
く
は
家
族

が
感
染
し
て
療
養
の
負
担
が
大
変

で
助
け
ら
れ
た
と
声
が
届
い
て
い

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
入
院
・

ホ
テ
ル
療
養
で
は
生
命
共
済
か
ら

も
加
算
が
あ
り
、
大
き
な
備
え
に

な
り
ま
す
。
掛
金
の
負
担
は
あ
り

ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
大
き
な
備

え
と
し
て
、
型
上
げ
と
新
歓
で
の

加
入
推
進
を
進
め
て
く
だ
さ
い
」

と
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
も
紹

介
し
た
新
歓
チ
ラ
シ
な
ど
も
紹
介

し
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。

セ
ッ
ト
共
済
に
は
、
生

命
共
済
・
医
療
共
済
・
交

通
災
害
共
済
が
含
ま
れ
て

い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、

入
院
給
付
・
休
業
給
付
で

「
助
か
っ
た
」
と
の
声
が

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

さ
ら
に
注
目
し
て
ほ
し
い

の
が
、
事
故
入
院
給
付
で

す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
2
ペ

ー
ジ
の
生
命
共
済
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
事
故
入
院
給
付

は
、
生
命
共
済
1
口
に
つ

き
日
額
1
0
0
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。
日
額
1
0
0

円
は
小
さ
く
感
じ
る
か
と

思
い
ま
す
が
、
生
命
共
済

の
上
限
口
数
は
2
0
0
口

（
医
療
共
済
20
口
）
な
の

で
、
セ
ッ
ト
共
済
の
加
入

型
式
で
給
付
は
大
き
く
違

っ
て
き
ま
す
。

加
入
者
の
多
い
セ
ッ
ト

7
型
は
生
命
共
済
10
口
、

セ
ッ
ト
1
型
は
生
命
共
済

2
0
0
口
の
た
め
、
事
故

入
院
給
付
は
セ
ッ
ト
7
型

は
日
額
1
千
円
、
セ
ッ
ト

1
型
は
日
額
2
万
円
と
な

り
ま
す
。

医
療
共
済
で
入
院
1
万

円
の
加
入
を
さ
れ
て
い
る

方
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
で
13

日
間
の
入
院
と
な
っ
た
場

合
、
セ
ッ
ト
7
型
は
給
付

金
が
14
万
3
千
円
。
セ
ッ

ト
1
型
で
は
39
万
円
と
な

り
ま
す
。

継
続
加
入
手
続
き
が
始

ま
り
ま
す
。
今
回
は
と
り

わ
け
生
命
共
済
重
視
の
見

直
し
が
お
勧
め
で
す
。

感
染
拡
大
に
歯
止
め
を

新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大

が
止
ま
り
ま
せ
ん
。
医
療
現

場
で
は
、
日
々
緊
張
感
を
強

い
ら
れ
な
が
ら
の
奮
闘
が
続

い
て
い
ま
す
。
1
月
に
入
る

と
入
院
待
機
者
が
急
増
し
、

自
宅
療
養
者
が
急
変
し
死
亡

す
る
事
例
が
報
道
さ
れ
る
な

ど
、
切
迫
感
が
増
し
て
い
ま

す
。
医
療
従
事
者
の
奮
闘
で

救
わ
れ
る
命
が
多
く
あ
る
一

方
で
、
国
の
ぜ
い
弱
な
医
療

提
供
体
制
に
よ
っ
て
、
救
急

や
一
般
医
療
に
も
深
刻
な
影

響
が
出
て
い
ま
す
。
必
要
な

医
療
が
受
け
ら
れ
な
い
、
ま

た
医
療
が
受
け
ら
れ
ず
亡
く

な
っ
て
い
る
状
況
は
、
医
療

崩
壊
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

菅
政
権
に
は
、
感
染
対
策

を
最
優
先
し
、
患
者
が
医
療

従
事
者
の
手
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
な
い
状
況
に
す
る
こ
と
を

強
く
求
め
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
悪
政
が
露
呈

コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
、
保

健
衛
生
や
医
療
・
介
護
が
、

国
の
政
策
に
よ
っ
て
ぜ
い
弱

な
提
供
体
制
に
変
え
ら
れ
て

き
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な

り
ま
し
た
。
医
療
従
事
者
が

い
く
ら
奮
闘
し
て
も
、
政
治

が
悪
け
れ
ば
、
誰
も
が
入
院

難
民
と
な
る
可
能
性
を
も

ち
、
守
れ
な
い
命
が
あ
る
こ

と
が
白
日
の
下
に
晒
さ
れ
ま

し
た
。

日
本
医
労
連
の
春
闘
ア
ン

ケ
ー
ト
に
も
、
職
場
実
態
の

厳
し
さ
と
と
も
に
、
「
一
企

業
・
個
人
の
努
力
で
は
解
決

で
き
な
い
。
国
を
挙
げ
て
国

民
を
守
る
体
制
を
」
な
ど
、

政
治
に
む
け
た
要
求
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
は
政
治
の

変
革
か
ら

ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
な
社
会

へ
の
変
革
が
言
わ
れ
て
い
ま

す
。「
新
し
い
常
識
・
常
態
」と

の
意
味
合
い
で
、
国
の
在
り

方
や
働
き
方
な
ど
様
々
な
分

野
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
わ
に
な
っ

た
状
況
を
踏
ま
え
れ
ば
、
ニ

ュ
ー
ノ
ー
マ
ル
の
基
軸
は
、

医
療
・
社
会
保
障
と
国
民
の

暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
作
る

こ
と
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、

新
自
由
主
義
に
よ
る
利
潤
最

優
先
、
格
差
と
貧
困
拡
大
、

社
会
保
障
解
体
を
進
め
て
き

た
菅
・
自
公
政
権
で
は
な
く
、

新
し
い
政
治
を
つ
く
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

政
治
の
話
を
し
よ
う

労
働
組
合
が
政
治
の
話
を

す
る
こ
と
に
違
和
感
を
も
つ

方
も
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
コ
ロ
ナ
禍
で
起
こ

っ
た
こ
と
は
、
医
療
の
よ
う

な
社
会
保
障
分
野
だ
け
で
な

く
、
観
光
分
野
や
飲
食
業
を

守
る
た
め
の
税
金
投
入
で
し

た
。
政
治
の
判
断
一
つ
で
、

そ
こ
で
働
く
者
の
仕
事
と
暮

ら
し
が
守
ら
れ
る
の
で
す
か

ら
、
労
働
組
合
が
政
治
の
話

を
し
て
、
医
療
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
政
治
を
変
え
る

呼
び
か
け
を
す
る
の
は
至
極

当
然
の
こ
と
な
の
で
す
。

自
民
党
の
ま
ま
で
も
首
相

が
代
わ
る
こ
と
で
期
待
を
さ

れ
る
方
も
い
ま
す
。し
か
し
、

財
界
・
ア
メ
リ
カ
言
い
な
り

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
っ
て
い
る
政

党
の
首
相
で
す
。
新
型
コ
ロ

ナ
が
変
異
し
て
も
悪
さ
を
す

る
の
と
同
じ
で
、
自
民
党
の

ま
ま
首
相
が
代
わ
っ
て
も
、

国
民
に
寄
り
添
う
政
治
は
期

待
で
き
ま
せ
ん
。

今
年
は
総
選
挙
が
あ
り
ま

す
。
政
治
を
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
に
す
る
た
め
の
選
挙
で

す
。
Ｇ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
選
挙
で
、
選

挙
に
行
く
の
が
当
た
り
前
の

議
論
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

組
合
も
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ
ル

21
春
闘
が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
こ
の
間
、
医
療
・
介

護
の
人
員
不
足
と
低
い
賃
金

水
準
が
取
り
ざ
た
さ
れ
、
社

会
全
体
に
改
善
の
後
押
し
を

す
る
声
は
か
つ
て
な
く
広
が

っ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ
「
社

会
的
役
割
に
ふ
さ
わ
し
い
」

賃
金
水
準
を
め
ざ
し
、
4
万

円
以
上
の
賃
上
げ
を
勝
ち
取

る
絶
好
の
機
会
で
す
。

労
働
組
合
の
ニ
ュ
ー
ノ
ー

マ
ル
は
、
企
業
に
と
ど
ま
り

「
仕
方
な
い
」と
使
用
者
に
気

持
ち
を
寄
せ
る
の
で
な
く
、

地
域
と
産
別
に
結
集
し
て
毅

然
と
た
た
か
う
労
働
運
動
で

す
。
つ
ま
り
日
本
医
労
連
が

掲
げ
て
き
た
産
別
方
針
に
も

と
づ
く
労
働
運
動
で
す
。

21
春
闘
も
力
を
あ
わ
せ
て

奮
闘
し
ま
し
ょ
う
。内

田
博
之

医労連共済の制度改定を承認医労連共済の制度改定を承認
２０２１年７月より実施

コ
ロ
ナ
禍
だ
か
ら
こ
そ
新新
歓歓
でで
もも
職職
場場
でで
もも

医
労
連
共
済
の
推
進
を
呼
び
か
け

新
歓
で
も
共
済
推
進

政治も職場も変える２１春闘にしよう

日本医労連第５２回中央委員会日本医労連第５２回中央委員会

継続手続きは生命共済重視がお勧め

国民春闘決起集会国民春闘決起集会国民春闘決起集会国国民民春春闘闘決決起起集集会会２１２１

のの
択択採採


